會報 by unknown
合
報
奮
報
見
皐
東
過
去
－
年
間
に
於
い
て
我
々
の
努
し
て
衆
仁
虎
為
顧
み
る
と
、
怨
す
世
帯
の
少
か
り
し
事
J
G
考
へ
て
い
さ
誌
か
慨
塊
め
念
に
耐
へ
な
い
。
し
か
L
又
一
一
問
。
ぞ
の
責
任
り
一
端
口
合
員
諸
君
に
も
負
ふ
て
も
ら
口
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
れ
ぽ
、
感
舎
の
向
上
内
皮
は
侠
L
て
参
、
れ
の
み
に
よ
の
っ
て
矯
＠
ぐ
れ
ろ
も
の
で
口
な
い
か
ら
で
あ
る
。
会
合
同
良
が
打
っ
て
一
九
と
な
勺
て
、
ご
々
、
初
め
て
主
一
虞
に
充
貨
が
わ
け
向
上
が
あ
あ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
諸
君
の
文
持
な
ミ
し
て
‘
委
員
は
そ
の
職
責
ら
完
う
し
符
お
筈
の
も
の
で
な
い
。
、
』
れ
い
料
館
的
に
き
う
で
あ
”
の
。
民
中
舎
は
宣
言
存
高
〈
掲
げ
て
某
一
礎
九
一
回
一
め
て
上
り
阪
に
ご
一
歳
存
闘
す
ろ
の
で
あ
る
が
‘
L
か
も
此
の
時
に
抗
っ
て
、
世
界
何
済
制
約
の
行
詰
り
は
幾
多
の
深
刻
な
あ
問
題
か
反
問
L
丹
』
あ
お
。
終
湾
民
中
旬
ぞ
れ
れ
健
粍
現
在
重
大
性
ら
も
つ
も
の
が
ま
れ
と
あ
ら
う
か
。
親
愛
な
る
命
日
H
H
諸
君
‘
今
年
、
、
そ
『
閉
店
皐
畑
山
の
野
に
脅
闘
L
ょ
う
。
昨
年
の
仕
事
の
一
部
分
た
左
に
鰭
輩
に
報
告
す
る
o
江
沢
方
両
細
民
終
済
脈
拍
以
税
祭
（
五
月
十
大
目
）
一
‘
市
立
常
川
町
詰
児
所
及
ぴ
児
童
相
誤
所
二
、
市
部
庶
宮
川
町
簡
易
宿
泊
所
七
六
一
ニ
、
市
立
江
東
橋
宿
泊
所
回
、
市
立
璽
岸
小
事
校
プ
ル
ジ
ヨ
ア
皐
校
ド
あ
っ
て
は
想
像
も
出
来
な
い
も
の
が
あ
つ
れ
0
1
日々
は
校
長
か
ら
籾
々
と
細
川
出
の
歎
態
に
就
い
て
聴
く
と
と
ろ
立
す
か
っ
下
。
豆
、
帝
大
セ
ツ
ツ
ル
メ
ン
ト
、
、
れ
口
市
川
犬
同
晶
子
止
に
上
っ
て
安
地
に
納
氏
の
教
育
0
・
‘
相
談
0
・
、
純
療
等
其
の
他
の
事
が
伐
さ
れ
て
居
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
我
々
民
同
じ
大
事
生
の
仕
事
行
げ
に
町
内
銘
す
ろ
と
ご
あ
が
紗
か
ら
ず
あ
つ
れ
い
。
六
、
市
立
諸
問
闘
町
無
料
宿
泊
例
比
庭
口
ル
ン
イ
ン
の
れ
ぐ
ら
。
そ
の
殿
町
主
・
い
大
吉
。
彼
等
は
椅
の
中
の
字
の
如
〈
パ
ヲ
ツ
グ
の
中
ιゴ
ロ
ノ
＼
報
っ
て
居
↑
ト
。
彼
等
の
食
費
は
一
金
二
銭
也
一
℃
生
命
た
縛
い
℃
日
出
Z
の
で
あ
ろ
Q
勿
論
東
京
市
の
残
飯
で
あ
お
い
洲
位
向
東
京
市
の
箆
挨
た
汲
め
立
て
わ
ト
と
こ
ゅ
の
o
債
を
わ
ト
る
海
じ
緩
〈
草
原
の
中
仁
宿
泊
所
に
入
り
符
な
い
F
y
・
ヘ
シ
の
穴
射
す
る
．
者
が
多
か
つ
仁
。
長
谷
川
如
是
閑
民
講
演
曾
六
月
十
三
日
〔
水
）
午
後
二
川
‘
演
題
『
過
剰
人
口
と
失
業
人
口
』
際
集
廿
四
番
税
金
に
滋
ふ
る
υ
講
演
は
、
先
づ
芥
本
主
義
一
冷
済
組
織
か
ら
論
を
起
L
・
遇
制
人
口
と
失
業
人
口
に
就
い
て
Rr
鐙
的
な
例
議
た
も
り
て
論
た
弛
臨
め
る
o
即
ら
過
剰
人
口
と
失
業
人
口
の
関
係
じ
就
い
て
、
過
剰
人
口
ぞ
れ
府
僅
に
よ
っ
て
失
業
人
口
の
生
ず
λ
に
わ
ら
ぎ
る
事
ら
力
説
し
れ
。
総
合
及
ぴ
臼
井
清
這
氏
講
演
命
日
大
月
二
十
日
早
令
初
め
て
の
組
合
ち
開
催
、
前
一
過
報
告
、
令
長
の
挨
拶
合
計
報
告
及
ぴ
各
都
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
め
っ
て
、
没
後
じ
議
案
の
審
議
が
あ
り
非
常
に
時
叫
ん
げ
授
に
午
後
ご
時
半
間
合
し
土
。
間
合
後
前
ち
に
講
演
令
に
移
る
講
師
臼
井
清
小
山
氏
υ
白
井
氏
口
、
先
に
見
墜
ぜ
る
無
料
宿
泊
川
長
に
て
ル
ン
ペ
ン
と
共
じ
わ
る
事
十
三
年
・
‘
氏
の
議
決
に
主
っ
て
我
々
は
ル
ン
A
Y
の
賀
川
仙
に
就
い
て
知
る
と
こ
ろ
が
多
か
つ
れ
。
議
め
く
敗
残
り
断
ン
ペ
ン
プ
口
、
山
桁
烈
な
る
資
本
主
義
の
矛
盾
‘
曝
籍
、
氏
の
質
務
的
見
地
か
ら
の
指
摘
は
聴
衆
の
感
銘
が
深
か
つ
が
。
漣
績
座
談
合
A
V
『
恐
慌
に
就
い
て
』
十
一
月
十
四
日
、
皐
命
同
部
室
に
開
催
。
出
席
十
名
・
藤
森
君
た
中
心
に
論
議
す
。
A
V
『
協
同
組
合
に
就
い
て
』
十
一
一
月
三
日
、
出
席
者
十
万
名
、
諸
井
君
座
長
と
な
あ
。
。
円
支
那
問
題
に
就
い
て
』
十
二
月
十
二
日
．
出
席
者
二
十
名
。
中
村
氏
を
中
心
に
行
勺
れ
。
連
綬
座
談
舎
を
終
へ
て
瓦
省
さ
れ
る
黙
は
諸
君
に
も
っ
と
出
席
し
て
戴
告
れ
い
事
で
あ
る
。
内
川
最
後
に
再
ぴ
終
鐙
的
な
る
会
合
同
口
氏
の
支
持
ら
強
調
す
ろ
も
の
で
あ
る
O
（
鈴
木
生
）
手
安
フ
ォ
ー
ド
工
場
見
事
否
が
経
済
事
合
の
見
血
中
は
‘
単
な
る
皮
相
の
湖
祭
に
終
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
の
一
般
の
窓
見
の
下
に
行
は
れ
て
木
仁
。
フ
す
1
ド
口
、
東
洋
か
ら
人
力
寧
を
躯
慈
す
る
と
税
L
て
自
動
半
の
販
貰
た
行
つ
れ
o
今
で
口
、
会
〈
そ
の
遁
合
報
リ
て
あ
る
o
大
平
洋
沿
越
へ
て
投
下
さ
れ
仁
大
禿
木
の
下
に
経
修
さ
れ
る
ヌ
す
l
γ
工
場
乙
そ
‘
主
日
々
の
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
底
℃
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
町
、
近
世
夜
業
組
織
中
最
も
高
度
に
合
刻
化
さ
れ
て
提
そ
工
場
中
、
わ
ろ
か
ら
。
ア
す
1
ド
ロ
管
理
‘
経
符
の
上
に
非
常
に
能
日
午
の
勅
ル
考
慮
L
て
ゐ
る
の
で
、
呆
し
て
何
れ
程
合
刻
化
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
期
待
さ
れ
て
ゐ
下
が
、
事
貨
は
珠
山
川
一
外
の
合
瑚
化
に
驚
嘆
L
示
。
室
内
ロ
ガ
ラ
ス
援
り
事
務
所
は
重
役
玄
か
ら
総
て
が
見
遇
さ
れ
る
o
事
務
員
な
ろ
も
の
怠
げ
て
ゐ
ら
れ
な
い
o
次
い
で
一
行
口
工
場
へ
流
れ
込
む
。
事
務
室
と
呉
り
駿
一
言
の
搬
し
い
事
ヰ
た
b
う
す
る
ぽ
か
り
。
第
一
一
週
将
併
に
つ
あ
き
れ
わ
ト
uv
ヤ
ジ
ー
ら
H
A
よ
υ
こ
の
俸
窓
材
と
そ
プ
1
ド
の
7
1
ド
S
の
中
躯
で
あ
ろ
O
V
ヤ
1
v
l
ロ
、
除
々
に
廻
柑
押
し
て
ゐ
る
が
僻
労
働
者
の
静
止
た
不
可
能
な
ら
し
め
て
居
ぁ
。
労
働
者
ロ
ヨ
ン
ベ
ヤ
1
に
添
ふ
て
移
動
L
り
、
自
分
の
受
持
の
完
結
の
然
に
必
死
に
な
っ
て
ゐ
る
ο
所
謂
生
産
手
段
の
機
械
化
及
自
動
化
に
よ
ろ
J
1
ド
S
口
、
非
常
に
努
倒
の
押
収
皮
L
T
－
強
化
L
て
英
大
な
λ
利
潤
ル
資
本
家
に
脅
す
役
割
た
演
じ
て
お
る
。
吾
々
は
限
前
に
こ
れ
た
見
仁
！
会
〈
生
産
の
合
叩
同
化
は
生
産
手
段
の
大
量
的
な
使
用
に
ま
わ
ト
口
、
生
出
陀
物
ル
一
虎
の
型
に
起
定
す
ろ
事
に
孟
っ
て
高
度
な
る
脅
日
此
が
可
能
と
な
る
。
今
日
資
本
主
義
枇
舎
に
あ
っ
て
会
議
の
利
銭
を
高
め
或
ロ
ア
す
1
ド
か
し
て
未
曾
有
の
到
さ
に
高
め
わ
ト
所
の
産
業
の
合
刻
化
を
限
の
わ
れ
り
に
見
自
慢
す
る
事
の
出
衆
れ
の
ロ
有
難
か
つ
あ
ト
。
然
L
最
後
に
最
初
に
香
い
れ
様
に
形
象
の
車
な
る
皮
相
た
の
み
見
て
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
二
の
裏
じ
流
れ
ろ
一
服
の
力
こ
ぞ
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
平
山
記
）
七
七
合
幸語
右
川
島
遺
船
所
見
閥
単
星
野
尻
雄
教
授
の
御
護
力
に
依
っ
て
，
石
川
島
近
知
所
見
事
の
機
舎
を
符
土
。
一
行
四
十
僚
名
υ
エ
場
見
壊
は
こ
か
で
第
二
問
日
記
ν
ふ
り
L
き
お
雨
中
た
ぬ
ら
し
な
が
ら
工
場
へ
y＼
と
突
怒
す
ろ
o
何
円
い
と
も
わ
れ
日
本
プ
ル
シ
ヨ
γ
J
V
1
の
絞
勝
目
に
な
ろ
花
け
に
可
な
り
な
規
模
だ
O
プ
オ
1
ド
工
場
と
封
象
し
て
観
る
時
も
吾
々
は
ぞ
こ
じ
面
白
い
糸
異
ら
見
出
寸
。
Mm…
し
そ
れ
は
工
場
そ
の
も
の
性
質
が
呉
ろ
か
ら
か
も
知
れ
た
い
が
、
そ
の
中
に
働
く
勢
働
者
じ
付
て
は
一
様
で
あ
る
、
、
と
た
知
つ
れ
。
工
場
の
政
相
の
み
に
叡
拍
手
｝
・
お
い
て
は
な
P
同
一
な
い
と
口
前
ド
も
迷
へ
仁
O
ぞ
れ
故
に
‘
こ
こ
に
於
て
は
工
揚
枇
労
働
者
の
服
役
規
則
の
如
き
も
の
叉
は
枇
労
働
僚
件
絡
に
付
い
て
知
ら
う
と
L
れ
が
‘
ぞ
れ
は
出
来
な
か
っ
十
ト
υ
然
L
、
充
分
に
製
作
朕
況
た
知
る
事
が
出
来
仁
の
は
牧
獲
で
あ
っ
仁
。
一
浮
き
5
・
S
4・
米
平
方
の
銭
板
は
何
ん
の
遺
作
も
A
4
q
り
な
く
‘
空
中
じ
つ
り
上
げ
ら
れ
頭
上
を
か
す
め
て
流
動
す
る
各
持
坊
に
働
く
仕
労
働
者
は
数
人
づ
っ
一
か
仁
ま
リ
じ
な
っ
て
居
る
o
馬
蹄
形
の
大
き
な
水
陸
打
鋲
戸
ン
7
1
の
護
〈
桝
暗
号
‘
灼
熱
ぜ
る
蹴
魂
硲
λ
キ
1
ム
ハ
V
デ
1
に
て
鍛
へ
る
の
は
機
械
の
遊
歩
の
頂
鮎
と
思
は
れ
る
。
筋
品
H
L
ト
〈
ま
L
い
裸
般
の
努
働
者
が
積
み
上
げ
ら
れ
れ
ト
や
ぐ
ら
の
上
で
‘
長
柄
の
ρ
ン
マ
ー
を
悦
斜
上
に
よ
日
り
り
ふ
り
上
げ
て
‘
大
ポ
4
7
1
へ
緩
げ
様
に
打
鋲
ず
る
機
力
一
口
役
等
の
み
の
存
ず
る
の
も
の
た
Q
法
的
口
新
熟
知
隻
の
製
作
中
で
あ
つ
れ
。
際
な
え
工
場
内
和
、
一
巡
し
て
見
皐
の
数
採
ら
攻
め
符
ト
ト
0
ハ
平
山
記
）
.fr 
J¥. 
ペ
附
加
）
河
西
太
一
郎
教
授
の
蓮
緩
藤
波
合
（
演
週
）
1
1
1
「
蔑
業
恐
慌
論
」
沿
悶
催
、
一
一
一
回
の
罰
演
に
一
H
一
り
‘
聴
衆
多
数
、
感
泌
裡
に
凶
舎
し
↑
卜
。
京
仁
講
演
内
容
の
骨
子
島
記
し
て
詰
者
の
参
考
に
枕
い
す
2
0
一
、
序
論
。
一
般
恐
慌
と
農
議
恐
慌
（
一
）
畑
一
済
恐
慌
の
必
然
性
（
二
U
農
業
恐
慌
の
必
然
性
（
一
三
工
業
恐
慌
と
農
耕
恐
慌
と
の
関
聯
性
二
、
十
九
世
組
末
農
薬
恐
慌
の
研
究
第
一
、
ぜ
甲
ン
グ
の
見
併
第
二
、
ス
ツ
ダ
ン
ス
キ
イ
の
見
解
第
一
う
ず
プ
ル
が
の
見
解
第
四
‘
批
列
ハ
一
し
恐
慌
の
原
山
口
一
U
恐
慌
の
地
・
的
純
国
つ
ニ
U
恐
慌
の
低
金
的
影
響
一
一
一
、
世
界
戦
後
農
業
恐
慌
の
研
究
第
一
、
ω
ビ
リ
ン
グ
の
見
解
第
二
、
ス
ツ
ダ
ン
ス
キ
イ
の
見
解
第
一
二
、
グ
ア
ル
ガ
の
見
解
第
四
、
批
外
ハ
一
ゾ
恐
慌
の
原
凶
二
一
ν
恥
山
城
の
地
叫
灼
範
閤
並
に
農
遺
物
部
円
台
一
一
）
忽
慌
の
終
済
的
乃
至
一
位
A
W
H
的
影
響
ハ
四
、
其
他
の
諸
問
題
回
、
日
本
農
議
恐
亡
の
特
質
ハ
一
）
定
作
歌
山
山
山
の
ス
ケ
ッ
チ
合
一
U
恐
慌
の
性
一
政
m
テ
キ
ス
ト
向
感
論
議
第
三
披
U
